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論 文 内 容 の 要 旨
1.本 論文は、中国古文献に、 「楽浪海中有倭入、分為百余国」(前 漢書巻二、地理志)、 「倭
人在帯方東南大海之中、依山嶋為国邑、旧百余国、漢時有朝見者、今使訳所通三十国」(魏 志


























































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文が学界に貢献する点は多岐にわたるが、とりわけ、以下の三点は顕著なものとして高い
評価が与えられ る。第一は、わが原始無文字時代の国家 と社会の構造に関する研究には、従来中
国ないし朝鮮の古記録などの文献に依拠する方法、および考古学的研究以外に信頼 し得るものが
なか ったが、提出者は、新たに法地誌学と名付ける独 自の方法論を編み出した。第二は、柳田国
男により糸口が与えられていたとはいえ、これを見事に開花させ、わが原始国家にあまねく行わ
れた領土表示の法則、すなわち、矢筈山表示体系なるものを発見し、これを媒介に、小国家と広
域連合国家が組み合わされた原始国家の実体を解明したのみならず、この法則の適用による領土
形態こそ、日本領土の祖型であったことをつき止めた。第三は、わが倭人社会の基礎をなすもの
は、固有の山岳宗教に支えられた原姶的神抵統治国家という体制であったという、きわめて示唆
に富む提言を行 ったことである。ただ、本論文の難点を敢えて指摘すれば、従来 の二つの研究方
法による豊 かな成果 と提出者が主張する原始国家理論が、どのようにかかわり合うかの問題につ
き全 く追求がなされていない点である。しかし、これは、本論文の価値に致命的な影響を与える
ほどの問題ではない。`
以上によって、本学位論文提出者は、法学博士の学位を授与されるに値するものと認める。
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